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まえがき 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 社団法人 日本 包装 技術 協会 (JPI) 及び 財団法人 
日本規格協会 (JSA) から， 工業 標準 原案 を 具して 日本工業規格 を 制定す べきとの 申出が あり， 日本 工業 標準 
調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 制定した 日本工業規格 である。 

この 規格 は， 著作権法で 保護 対象と なって いる 著作物で ある。 

この 規格の 一部が， 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 又は 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に 
抵触す る 可能性が ある ことに 注意 を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 ェ;? ！ 標準 調査 会 は， このような 特許 
権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 又は 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に 係る 確認に ついて， 責任 は 
もたない。 
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高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 

包装 • 容器 一 使用 性 評価 方法 

Guidelines for older persons and persons with disabilities- 
Packaging and receptacles ― Evaluation method by user 

序文 

この 規格 は， 高齢者 及び 障害の ある 人々 を 含む 多くの 人が 満足す る 包装 • 容器づ く りの 普及 を 目的と し 

て， JISZ8071 に 基づき， 消費生活 用 製品の 包装 • 容器の 使用 性に ついて "使用者の 立場で 客観的に 評価 
する 方法" について 規定した ものである。 

この 使用 性 評価 方法 は， 企業に おける 開発 製品の 評価 はもと より， 消費者団体 などに おける 試 買 品の チ 
エック 用と しても 活用す る ことができる。 

なお， この 規格 は， 高齢者 及び 障害の ある 人々 に 配慮して 設計した 製品の 評価の ほ 力、， ァ クセシ ブル- 
デザィ ン， ユニバーサル • デザィ ン などの 評価 方法と しても 活用され る ことが 期待され ている。 

1 適用 範囲 

この 規格 は， 高齢者 及び 障害の ある 人々 を 含む 多くの 人の 立場で， 消費生活 用 製品の 包装 • 容器の 購入 
から 分別 • 排出までの 各 段階に おける， 使用 性 を 評価す るた めの 方法に ついて 規定す る。 

2 引用 規格 

次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す る。 これらの 
引用 規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 

JIS S 0021 高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 包装 • 容器 

JIS Z 8071 高齢者 及び 障害の ある 人々 の ニーズに 対応 した 規格 作成 配慮 指針 

注記 対応 国際規格 ISO/IEC Guide 71:2001， Guidelines for standards developers to address the needs 
of older persons and persons with disabilities (IDT) 

3 用語 及び 定義 

この 規格で 用いる 主な 用語 及び 定義 は， 次に よる。 

3.1 

ァ クセシ ブル. デザイン 

何ら かの 機能に 制限の ある 人に 焦点 を 合わせ， これまでの 設計 を そのような 人々 の ニーズに 合わせて 拡 
張す る ことによって， 製品， 建物 及び サービス を そのまま 利用で きる 潜在 顧客 数 を 最大限まで 増やそうと 
する 設計。 

注記 ァ クセシ ブル' デザイン は， ユニバーサル 'デザインに 含まれる 概念で， ユニバーサル 'デザ 
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イン は， すべての 人が， 可能な 限り 最大限まで， 特別な 改造 又は 特殊な 設計 をせ ずに 利用で き 
るよう に 配慮され た， 製品 及び 環境の デザイン を 指す。 

3.2 

評価 製品 

この 規格の 使用 性 評価 方法に 基づいて 評価 をす る 製品。 
3.3 

比較 製品 

評価 製品 と 比較す るた め に 同 条件で 評価 をす る 製品。 

4 包装 • 容器 評価 項目 一覧表 （"基準"） 

表 1 は， JISZ 8071 に 規定され ている "配慮すべき 要素" から 包装 ，容 器に 関連す る 項目 を 抽出し， あ 
ら ゆる 形態の 包装 • 容器 にも 適用で きる ように "基準" として 共通 化， 一般化した ものである。 

表 1 に は， "高齢者 及び 障害の ある 人々 に 配慮した 設計" の 観点から， 包装 • 容器の 使用 性に ついて 評俪 
すべき 項目が まとめられて いるので， この 評価 項目 を 評価 製品の 製品 特性に 応じた 適切な 表現に 置き換え 
ていく ことによって， 評価 項 目の 抜 け 及び 偏 り を 防止す る ことができる。 



表 1 一 包装 • 容器 使用 性 評価 項目 一覧表 （"基準") 



区分 


評価 項目 


購入 


製品 識別 


- 製品の 識別が しゃすい か （誤 購入の 可能性 はない か） 
一 他 製品と 類似し ない 製品 名 • デザィ ン 

一 文字の 大きさ， 色の 組合せな どへの 配慮 
• 視覚に 頼らなくても 製品 識別が できる か 

一 触覚 識別 表示 （点字， 浮き出し 文字， 記号， 切欠きな ど） の 分かりやす さ 

一 特徴の ある 容器 （形状， 材質） 
• 法定 表示 は 分かりやす いか 

一 内容 量， 成分 表示 （アレルギー 物質 を 含む)， 使用 期限な どの 表示 位置 




持ち運び 


• 持ち運び やすい か 

- 持ち やすい 形状 • 重 さ • 大きさ， 滑りに くさ 


保管 a) 


保管 方法 


- 保管 方法 は 分かりやす いか 
一 直感的な 理解 

一 保管の 手順 • 図解， 保管 上の 注意の 分かりやす さ 




保管 性 


• 保管が しゃすい か 

一 収納 性， 倒れに く さ， 取 出し 時の 滑 りに くさ 

― 保管 時の 製品 識別の しゃす さ， 期限 表示の 見やす さ 

(包装 容器の 中に 複数の 内装 • 個 装が ある 場合， それぞれに 必要 表示 をす る） 


開封 


開封 箇所 


• 開封 箇所 は 分かりやす いか 

- 直感的な 認知， 一般的な 開封 箇所 
一 開封 箇所 表示の 分かりやす さ 

- 視覚に 頼らな く て も 開封 箇所が 分かる か 

一 触れて 分かる 切) 入み， 開封 部に 凹凸 加工な ど 




開封 方法 


• 開封 方法 は 分かりやす いか 

一 直感的な 認知， 簡単な 開封 構造 

一 新しい 開封 方法の 場合， 開封の 手順 • 図 解の 分かりやす さ 
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表 1 一 包装 • 容器 使用 性 評価 項目 一覧表 （"基準"） （続き) 



区分 


評価 項目 


開封 


開封 性 


• 開け やすい か 

― 開け やす さの 配慮 （つまみ， 直線 カット 性， 滑り止め など） 
一 弱い 力， 手指の 大きさ， 利き手な どへの 配慮 


使用 


保持 


* 持ち やすい か 

一 片手で 扱える 形状 • 重 さ • 大きさ， 滑りに くさ 
- 安定性 （重心 'バランス， 剛性な ど） への 配慮 




使用方法 


• 使用方法 は 分かりやす いか 
- 直感的な 理解 

- 使用の 手順 • 図解の 分かりやす さ 
• 警告 表示， 使用 上の 注意 表示 は 分かりやす いか 

一 文字の 大きさ， 色の 組合せ， 表示 位置な どへの 配慮 

一 危険 回避の 表示， 誤 使用 • 誤 飲食した 場合の 対応 表示と 分かりやす さ 




使用 性 


• 使いやす いか， つめかえ やすい か （つめかえ 用の 場合） 

- 片手で 扱える 形状 • 重 さ • 大きさ， 滑りに くさ 

- 中身の 取 出し やす さ （注ぎ やす さ） 

一 適正 使用量 • 残 量な どの 確認の しゃす さ 

- 飛び散り， 出過ぎ， たれ， こぼれな どへの 配慮 
• 最後まで 取り出せ るか 

一 最後の 容器 内 残 量の 少な さ 
• 安全に 使用で きる か 

一 危険， 誤 使用 • 誤 飲食な どへの 配慮 （うっかり ミスに 対しても 安全） 


再 封 


再 封 方法 


• 再 封 方法 は 分かりやす いか 
- ■ 感 的な 理解 

― 再 封の 手順 • 図解の 分か り やす さ 




再 封 性 


• 再 封し やすい か 

一 弱い 力， 利き手な どへの 配慮 

- 再 封 確認の しゃす さ （感触， 音な ど） 


保管 


保管 方法 


• 保管 方法 は 分かりやす いか 
一 直感的な 理解 

― 保管の 手順 • 図解， 保管 上の 注意の 分かりやす さ 




保管 性 


• 保管が しゃすい か 

一 収納 性， 倒れに くさ， 取 出し 時の 滑りに くさ 

― 保管 時の 製品 識別の しゃす さ， 期限 表示の 見やす さ 

(包装 • 容器の 中に 複数の 内装 • 個 装が ある 場合， それぞれ 必要 表示 をす る） 
• 使用 及び 保管 環境で 中身の 品質， 衛生が 保てる か 

一 内容物の 変質， 異物 • 異 液の 混入 阻止な どへの 配慮 


分別 


• 分別 方法 は 分か り やすい か （分別 手順 • 分別 表示） 
- 直感的な 理解 

一 分別 方法の 表示， 分別 時の 注意 表示の 分かりやす さ 
• 分別し やすい か 
一 素材 別の 分別 

- たたみやす さ， つぶし やす さ 
- 分別 時の 危険の なさ 
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表 1- 包装 • 容器 使用 性 評価 項目 一覧表 （"基準"） （続き) 



区分 


評価 項目 


排出 C) 


- 排出 方法 は 分かりやす いか 
- 直感的な 理解 

- 排出 方法の 表示， 排出 時の 注意 表示の 分かりやす さ 
- 安全に 排出で きる か 

一 排出 時， 排出 後の 危険の なさ 


注記 表 1 の 評価 項 目 の 表示の 分か り やす さ。 

文字の 大きさに 関して は， J IS S 0032 に 最小 可読 文字 サイズの 推定 方法が 規定され ている。 また， 消費者 
用 警告 図 記号に ついては， J1SS0101 に 規定され ている。 

注 a) 開封 前 保管 
開封 後 保管 
り ごみ 出し （資源 ごみ， 可燃 ごみな ど） 



5 評価の 手順 

5.1 評価 製品と しての 適性の 確認 

評価 製品に ついて， 設計 コンセプトが 高齢者 及び 障害の ある 人々 に 配慮した 設計 又は ァク セシ ブル • デ 
ザィ ン， ユニバーサル • デザィ ンの 評価 をす る 製品と して ふさわし いか を 確認す る。 
安全 面 • 環境 面に おいて， 問題の ある 物質が 使われて いる 製品 は 評価 製品と しない。 
包装 • 容器の 高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針に ついて 規定した JISS 0021 に 適合して いる こと も 要件と な 

る。 

5.2 比較 製品の 準備 

評価 製品と 同じ 用途に 使用され る ものであって， 力、 つ， 市場性の ある 比較 製品 （競合 品， 類似品な ど） 
を 用意す る。 

適切な 比較 製品が 市場に 見当たらない 場合に は， この 箇条 は 適用し ない。 
5.3 調査票 
5.3.1 調査票の 作成 

表 1 の 評価 項目 一覧表 （"基準"） の 各 評価 項目 を， 評価 製品の 製品 特 に 応じた 適切な 表現の 評価 項目 
に 置き換え， 次に よって その 評価 製品 用の 調査票 を 作成す る。 

a) 通常 は 表 1 の 全 項目に 対応した 調査票と する 力ま， 論理的に 該当し ない 評価 項目 は 削除す る。 

例 1 回で 使い切る 製品 は， 再 封 性の 評価 は 不要。 

b) 表 1 の 特定の 障害の ある 人々 への 配慮に 関する 評価 項目で， 技術的に 実現が 難しい， 又は 実現 はでき 
て も 著し く コス ト アップに なり 経済性 を 損なうな どに より， やむ を 得ない 楊 合に ついては 当該 評価 を 
留保す る ことができる。 

C) 同じ 評価 項目に 該当する 調査 対象が 複数 箇所 ある 場合に は， それぞれの 質問 項目 を 作る。 

例 開け やす さ— 外装の 開け やす さ， 内装の 開け やす さ， 個 装の 開け やす さ 
d) 質問 項目 は， 話し言葉 （例： 使いやすいで すか)， 又は 状態 （例： 使いやす さ） で， 平易に 表現す る。 
5.3.2 調査票の 様式 

調査票の 様式 は， 特に 規定し ない。 

注記 參考 として 附属 書 A に 調査票 例 を 示す。 

6 評価 
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6.1 評価 方式 

評価 結果の 客観性 を 確保す るた め， 調査 は， 評価 製品と 比較 製品と を 同時 期に 同 条件で 並行して 行う の 
が 望ま しい。 ただし， 適切な 比較 製品が 市場に 見当たらない 場合に は 言平偭 製品 単独の 評価と する。 
6.2 モニタ 評価 
6.2.1 一般的な 評価 

評価 製品の 使用 実態 を 反映す る モニタ を 集め， 5.3.1 で 作成した 調査票に 基づいて， 評価 製品 及び 比較 製 

品 を 評価す る。 

注記 1 モニタの 数 は， 統計的な 検定 を 行うた めに は， 30 名 以上が 望ましい。 

注記 2 モニタ の 構成 は， 高齢者 及び 障害の ある 人々 に 配慮 した 設 f 卜で あ るか どうか を 評価す る もの 
であるから， 高齢者 及び 障害の ある 人々 を 含める のが 望ましい。 

なお， 障害の ある 人々 に は， 一時的に 身体 機能が 低下した 人 も 含まれる。 
注記 3 評価の 中立性 を 確保す るた め， 評価 製品 及び 比較 製品の 利害関係者 は モニタ と しない。 
6.2.2 簡便な 評価— 1 (負荷 を かけて 検出 力 を 上げる 評価） 

身体 機能が 低下した 状態 を 再現す るた め， 手袋 をして 開封す る， 照度 を 落として 表示 を 読むな ど 何ら か 
の 負荷 を かけて， 5.3.1 で 作成した 調査票に 基づいて， 評価 製品 及び 比較 製品 を 評価す る。 

注記 通常で は 気が付かな いような 不具合 を 発見す る ことができる。 一方， 負荷の 方法 • 程度 を 誤る 
と 一般的な 使用 実態と は 異なった 評価 結果が 出る こ と 力 S ある。 
6.2.3 簡便な 評価— 2 (品質 評価の 専門家に よる 評価） 

品質 評価の 専門家が， 5.3.1 で 作成した 調査票に 基づいて， 評価 製品 及び 比較 製品 を 評価す る。 
注記 少 人数で 効率よ く 評価で きる。 一方， 厳しい 評価になる ことがある。 
6.3 評価 結果の 数値 化 

評価 結果の 集計， 比較 対比， 結果 判断な ど を 合理的に 進める ため， 評価 結果 を 数値 化して とらえる。 
6.3.1 評価基準の 設定 

表 2 の 5 段階 評価と し， それぞれの 重み を 付ける。 



表 2 — 評価基準 



レベル 


評価 内容 


重み 付け 




よい 


100 


4 


ややよ い 


75 


3 


どちらと もい えない 


50 


2 


ややよ く ない 


25 


1 


よくない 






注記 評価 段階 は 多い ほど 細密になる 力、 調査 方法が 難しくな り 調査の 専門 性が 求められて くる。 

5 段階 評価 は， 調査の 経験の 少な 、入で も 使いやすく 数値 化 処理に も 適して いる。 
6.3.2 評価 結果の 集計 

評価 結果の 集計 は， 次に よる。 
a) 個別 評価 項目の 評価 点 次の 式に よって， 評価 項目 別に 各 レベルの 重み 付けされ た 値に 回答者 数 を 乗 
じ， 累計し， 全 回答者 数で 除して 評価 点 を 算出す る。 

タ = (100X/75 + 75Xw4 十 50X/73 + 25XW2 十 0X"|)//7 

ここに， ヌ： 評価 点 

"5 ： 表 2 の レベル 5 の 回答者 数 （人） 
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"4: 表 2 の レベル 4 の 回答者 数 （人） 
"3 ： 表 2 の レベル 3 の 回答者 数 （人） 
"2 ： 表 2 の レベル 2 の 回答者 数 （人） 
"1 ： 表 2 の レベル 1 の 回答者 数 （人） 
n ： 全 回答者 数 （人） 

b) 評価 製品 及び 比較 製品の 平均 評価 点 （簡便 法） a) で 算出され た 個々 の 評価 項目の 評価 点 （y) を 合計 

し， 加算した 評価 項目の 数で 除して， 評価 製品 及び 比較 製品の 平均 評価 点 を 算出す る。 

7 評価 結果に 基づく 判断 

6.3.2 で 算出され た 個々 の 評価 項目の 評価 点 及び 評価 製品の 平均 評価 点に ついて， "高い 評価 点が ある こ 
と"， "低い 評価 点がない こと"， "平均 評価 点が 高い こと" の 三つの 観点から 評価す る。 

次に 示す 三つの 条件の すべて を 満たした 評価 製品 （包装 • 容器） は， 高齢者 及び 障害の ある 人々 を 含む 
多くの 人が 満足す る 包装 • 容 器で ある， と 判断す る ことができる。 

a) 個々 の 評価 項目で 高い 評価 点の ものが一 つ 以上 ある 

注記 個々 の 評価 点で 80 点 以上の もの を， 高い 評価 点の 目安と する。 

b) 個々 の 評価 項目で 低い 評価 点の ものがない 

注記 個々 の 評価 点で 40 点 以下の もの を， 低い 評価 点の 目安と する。 
C) 包装 • 容器と しての 使用 性が 総合的に 優れてい る 

注記 全 評価 点の 平均 60 点 以上 を， 総合的に 優れてい る 目安と する。 

8 評価の 記録 

評価の 記録 は， 次に よる。 

a) 評価 製品 名， 製造業 者， 用途 及び 写真 

b) 比較 製品 名， 製造業 者， 用途 及び 写真 

C) モニタの 構成 （総数， 高齢者の 人数， 障害の ある 人々 の 人数な ど） 

d) 評価 実施の 期間 

e) 評価 結果 
調査票 

g) 規格 番号 

h) その他 



参考文献 lis S 0032 高齢者' 障害者 配慮 設計 指針 一 視覚 表示物 一 日本語文字の 最小 可読 文字 サイズ 推定 

方法 

JIS S 0101 消費者 用 警告 図 記号 
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附属 書 A 

(参考） 
調査票 例 

序文 

この 附属 書 は， 本体に 関する 事柄 を 補足す る もので， 規定の 一部で はない。 

A.1 標準 的な 調査票 例 

評価 製品の 調査票 は， 表 1 の 各 評価 項目 を， 評価 製品の 製品 特性に 応じた 適切な 表現の 評価 項目に 置き 
換えて 作成す る。 調査票の 様式の 參考 として， 表 A.1 を， また， 具体的な 参考 例と して， 表ん 2 〜表 A.6 

を 示す。 

表 A.1 — 標準 的な 調査票 例 



評価 日 ： 年月 曰 



製品 名 ： 〇〇〇〇〇 



回答者 名 



(男 • 女， 



才） 





区 分 


質 問 


よい 


やや 
よい 


どちら 
ともい 


ややよ 
く ない 


レ / 

よ く 
ない 










えない 






^ ^7 ^やわ If 口 ス々、 /rrT ふ、^ it に 1【1 7 > 、^r:、^4^ i^、 

しの 製 口 4 力、 fij 力、 jH) 川し やすいです 力 1 




4 


J 






購 


入 


'パニしぉ>^ > ^ 7l;T!j > +、 / J <-f;ii □ ^、 nrJ J 、ヽ^ ^、 み ュ 

4]1兒に^1!^らな く て も 製品 識>づ1」 力、 でき ます 力、 




4 








OO の表ス J 、はう チカ、 り やすいです 力、 




4 


--. 3 一.— 










小 七 ふ ^^Tf ブ f、 x-f- 、 、 ^j— 

お > ち迪 ひやす いです 力 1 





4 


3 




1 






1 木 巨 ひ リカ/古 （ま 刀/ J 、リで y レ」 C 9 ゝ 




A 






1 
1 


1 米 官 
(開封 前の 保管） 


実際に 保管して， 保管し やすいで すか 




4 


3 


2 








期限 表示 （賞味期限） は 分かりやすいで すか 




4 


3 










開封 箇所 は 分か り やすいで すか 




4 










外 装 


視覚に 頼らな くても 開封 箇所が 分かります か 




4 










開 封の 方法 は 分かりやすいで すか 




4 




2 




1 幵 J 




実際に 開けて みて， 開け やすいで すか 




4 












開封 箇所 は 分かりやすいで すか 




4 


3 








内 装 


開封 の 方法 は 分かりやすいで すか 


5 


4 








封 




実 ほに 開けて みて， 開け やすいで すか 




4 


3 










開封 箇所 は 分か り やすいで すか 




4 


3 








個 装 


開封の 方法 は 分か り やすいで すか 




4 




2 


1 






実 ほに 開けて みて， 開け やすいで すか 


5 


4 


3 








持ち やす さ 


持ち やすいで すか 




4 






1 


使 


使い方 


使い方 は 分かりやすいで すか 




4 




2 


1 




使用 上の 注意 表示 は 分か り やすいで すか 




4 




2 




用 


使いやす さ 


実際に 使って， 使いやすいで すか 




4 






1 




中身が 最後まで 取 り 出せ ま すか 




4 
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表 A.1 — 標準 的な 調査票 例 （続き) 



区 分 


質 問 


よい 


やや 

よい 


どちら 
ともい 

なレ 3 


やや よ 
く ない 


よ く 

ない 


使 
用 


使いやす さ 


^~な3^《し/し'ノ， /し ■g し/し' ノし ct^ti /v iJ 




A 
外 


ス 




1 

1 


^&f/b i'i々f ir #1 さます 7^、 

\4\ —し U リ 1^し 1义 ん 3^ y u 




A 


J 


ム 


1 


安全に （歩；？ ます 力、 




4 




7 




再 封 


再き 十 の は 分力、 り やす レュ やす 力、 

1 JP- J V ノス J ノ J " ソ、 プ V J 、プ" 




A 








Mm に 爾才 I て 再お! ■ 1 や 寸レ、 です か 

J^f^ に 1 丁丄 J し、， 1 JJ^\ し〜 ， 、 、 7 リ 




A 


3 




1 

1 


保 管 
(開封 後の 保管） 


倮 管の 方法 は 分力 i り やすいです 力、 




4 








実際に 保管して， 保管し やすいで すか 




4 


3 




1 


期限 表示 （賞味期限） は 分かりやすいで すか 




4 


3 




1 


分 別 


分別の 方法 は 分か り やすいで すか 




4 


3 


2 


1 


実際に 分別して， 分別し やすいで すか 




4 


3 




] 


排 出 

(資源 ごみ， 可燃 
ごみな ど） 


排 出 の 方法 は 分かりやすいで すか 




4 


3 






安全に 排出が できます か 




4 


3 




1 


ご 感想 や ご 意見な どが あ り ま したら お聞かせ ください (自由 記入) 



ご協力 ありが と う ございま した。 



ひ;^ 作 権 法に より 無断での 複製， 転載 等は禁 _||:： されて お ります。 
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A.2 調味料 （麻婆豆腐 用） の 調査票 例 




表 A.2 — 調味料 （麻婆豆腐 用） の 調査票 例 



評価 日 ： 年月日 



製品 名 ： 〇〇〇〇〇 



回答者 名 



(力-女， 



才) 







分 


質 問 

-只 1 


よい 


やや 
よい 


どち ら 
とちい 
えない 


ややよ 
く ない 


よ く 
ない 








この 製品が 何 か 識別し やすいで すか 


5 


4 


3 


2 


1 


購 


入 




frif£ に 頼らな くても ま! Jiffi の 識別が できます か 


一.. 5 


4 


3 


2 


1 




内容! 3:， 賞味期限な ど は 分か り やすいで すか 


5 


4 


3 


2 


1 








持ち運びし やすいで すか 


5 


4 


3 


2 


1 








保存 方法 は 分か り やすいで すか 


5 


4 


3 


2 


1 


保 官 


実際に 保管して， 保管し やすいで すか 


5 


4 


3 


2 


1 








賞味期限 は 分か り やすいで すか 


5 


4 


3 


2 


1 








開け 口 は 分かりやすいで すか 


5 


4 


3 


2 


1 




外 


箱 


視覚に 頼らな くても 開け 口が 分かります か 


5 


4 


3 


2 


1 




開け 方 は 分かりやすいで すか 


5 


4 


3 


2 


1 


開 






実際に 開けて みて， 開け やすいで すか 


5 


4 


3 


2 


1 






開け 口 は 分かりやすいで すか 


5 


4 


3 


2 


1 


封 


調 


味 料 


視覚に 頼 ら なくても 開 け 口が 分か ります 力、 


5 


4 


3 


2 


1 






実際に 開けて みて， 開け やすいで すか 


5 


4 


3 


2 


1 








開け 口 は 分かりやすいで すか 




4 






1 




と ろ み 粉 


視覚に 頼 ら なくても 開け 口が 分か ります か 




4 














実際に 開けて みて， 開け やすいで すか 




4 


3 








持ち やす さ 


持ち やすいで すか 




4 


3 








使い方 


使い方 は 分かりやすいで すか 




4 


3 


2 






使用 上の 注意な ど は 分か り やすいで すか 




4 


3 










外 箱 


袋 は 取 出し やすいで すか 


5 


4 


3 






使 






中身 は 出し やすいで すか 


5 


4 










使 


調味料 


中身 は 最後まで 出せます か 


5 


4 








用 


い 

や 
す 




こぼれたり， たれたり しません か 




4 


3 










中身 は 出し やすいで すか 




4 










さ 


とろみ 粉、 


屮身は 最後まで 出せます か 




4 


3 












こ ぼれ た り ， た れた りしません か 




4 


3 










共 通 


安全に 使えます か 




4 




2 
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表 A.2 — 調味料 （麻婆豆腐 用） の 調査票 例 （続き) 



区 分 


質 問 


よい 


1 やや 

レ 1 、 

！ よい 


c りり 

ともい 
え な レ 、 


ややよ 
く なレュ 


よ く 
なレ） 


保 管 
(開封 後の 保管） 


保 や,' の 力 ？ I- は 分かりやすいで すか 




4 


.■3. 






際に 保 'fpp^ して， 保 しゃすいで すか 




4 




2 




赏味 期限 は 分かりやすいで すか 




4 








分 別 


分別 の 方法 は 分かりやすいで すか 




4 


3 


2 




実際に 分別して， 分別し やすいで すか 




4 




2 




排 出 

(資源 ごみ， 可燃 ご 

みな ど） 


排出の 方法 は 分か り やすいで すか 




4 


3 






安全に 排出が できます か 




4 




2 




ご 感想 や ご 意見な どが ありま したら お聞かせ ください (自由 記入) 



ご協力 ありがとう ございました。 



^作 権 法に よ り 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ており ます。 



ほ' な 
に- 刀 


f^f pel 


P し ゝ 
よい 


やや 
よい 


どちら 
> ミ、 い 

えない 


ややよ 
く ない 


よ く 
ない 




製品の 中身が 何 か 識別し やすいで すか 


5 


4 


3 


2 


1 


購 入 


視覚に 頼らな くても 製品の 識別が できます か 


5 


4 


3 


2 


1 


内容 量 や 成分な ど 表示 は 分か り やすいで すか 


5 


4 


3 


2 


1 




持ち運びし やすいで すか 


5 


4 


3 


2 


1 


保 管 


保管の 方法 は 分か り やすいで すか 


5 


4 


3 


2 


1 


(開封 前の 保管） 


実際に 保管して， 保管し やすいで すか 


5 


4 


3 


2 


1 




開け 口 は 分かりやすいで すか 


5 


4 


3 


2 


] 


開 ^、よ 


視覚に 頼 ら なくても 開 け 口 が 分か ります か 


5 


4 


3 


2 


1 


開け 方 は 分かりやすいで すか 


5 


4 


3 




1 




実際に 開けて みて， 開け やすいで すか 




4 


' 




1 




ちゃす い C 9 力、 




4 






1 




使い方 は 分かりやすいで すか 




4 






1 




使用 上の 注意 表示な ど は 分かりやすいで すか 




4 


3 


2 




使 用 


実際に 使って， 使いやすいで すか 




4 


3 








中身 は 残らず 最後まで 使い切れます か 




4 










こぼれたり， たれたり しません か 




4 




2 






安全に 使えます か 




4 


3 


2 




保 管 
(開封 後の 保管） 


保管の 方法 は 分かりやすいで すか 




4 


3 


2 




実際に 保管して， 保管し やすいで すか 




4 




2 


1 


衛生的に 保管で きます か 




4 


3 






分 別 


分別の 方法 は 分かりやすいで すか 




4 






i 


実際に 分別して， 分別し やすいで すか 




4 




2 


1 


排 出 

(資源 ごみ， 可燃 ご 
みな ど） 


排出の 方法 は 分かりやすいで すか 




4 








安全に 排出が できます か 




4 








ご 感想 や ご 意見な どが あ り ま したら お聞かせ ください （自由 記入） 



評価 臼 ： 年 用 日 



製品 名 ： 



ャ ンアー 



回答者 名 



(男 • 女， 



才) 
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A.3 シャンプー （本 品， つめかえ 品） の 調査票 例 



表 A.3 — シャンプー 本 品の 調査票 例 



ご協力 ありが と う ございました。 



つめかん 品 



一 品 

、； 5? .. / 本 



；：；！^作権法にょ り 無断での 複製， Is 職 等 は 禁止され ており ます。 
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表 A.4— シャンプー つめかえ 品の 調査票 例 



評価 日 ： 年 月 日 



製品 名 ： 



(つめかえ） 



回答者 名 



(男 • 女， 



才） 



区 分 


質 問 


よい 


やや 
よい 


どちら 
ともい 
えない 


やや よ 
く ない 


よ く 

ない 


購 入 


や H け 口 /T\r 卜 【 F^, 入々、/ rrr んョ饰 に ni ] も^ "H、 、^"7t 、 + ュ、 
製ロロのレト1：^カ、1^^」カ、51ク川 しゃす レ） C 1 か 




4 


3 


2 


一........ .1 ―.. 一..... 


視:^ に 頼らな く て も 製品の 識別 かで きます か 


5 


4 


............... 3 一........... 


一...—. 2 一.......... 


―—— 1 ―.. 一. 


內 ffm や 成分な と表不 は 分か り や 1 いです か 


―.. 5 . ―.. ―.. ―. 


4 


一.......... 3 


............... 2 


1 


卜' J "ち: びし やすいで すか 




4 


3 


2 


1 


保 管 
(開封 前の 保管） 


保 の 力' 法 は 分か り やすいで すか 


一........... 5 ―.. 一….. 


4 


―.. 一.... 3 


2 


一.—..... ] 一........—.. 


^際に 保 営 して， 保啻 しゃすいで すか 




4 




2 


1 


開 封 


開け 口 は 分かりやすいで すか 


一......... 5. 一........... 


4 




2 


―.— ― 1 ―.— . ―.. 


視: に 、ら なく しも 開け 口 か 分力、 ります 力 1 


一.......... 5 —一..... 


4 


3 


2 


1 


m け 万 は jo か り やすいです 力、 




4 


3 






'；+^鹏/ー 1— 411 ほブ ふ ブ 關 ほ めすいです ん 





4 




つ 





使 用 


ht ら レ） C f /3 ゝ 




4 


3 


2 




.ジ C> 7J、 ん ノ」 t5 刀 リ "V 9 レ） に 9 7P 




4 




1 





('Jij-hl 卜の 注意 表示な お、 は 分かりやすいです 力 1 




4 




2 




につめ かえて， つめかえ やすいで すか 




4 




2 


1 


中身 は 残 ら ず 最後 ま で 出せ ま すか 




4 


3 


2 


1 


こぼれたり， たれたり しません か 




4 


3 


2 




安全に 使えます か 


5 


4 


3 






分 別 


分別 の 方法 は 分かりやすいで すか 


5 


4 




2 


1 


実際に 分別して， 分別し やすいで すか 




4 




2 




排 出 

(資源 ごみ， 可燃 ご 
みな ど） 


排出の 方法 は 分か り やすいで すか 




4 


3 


2 




安全に 排出が できます か 




4 




2 


1 


ご 感想 や ご 意見な どが ありま したら お聞かせ ください （自由 記入） 



：' 協力 ありがとう ございました C 



？;^ 作 権 法に より 無断での 複製， 転載 等 は禁. ih されて おり ます。 
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A.4 缶 入り 飲料の 調査票 例 



表 A.5 — 缶 入 り 飲料の 調査票 例 




評価 日 ： 年 月 日 製品 名 ： 缶 入り 〇〇〇 



回答者 名 



(男 • 女， 



才） 



|v ノ, ふ 

1— る n 


fp-f |非1 

M 1 口 J 


V し ゝ 
よい 


やや 
よい 


どちら 
ん i、 し ：! 

えない 


ややよ 
く ない 


よ く 
ない 




この 製品が 何 か 識別し やすいで すか 


5 


4 


3 


2 


1 


m 入 


視覚に 頼らな くても 製品の 識別が できます か 


5 


4 


3 


2 


1 


内容 量， 成分な どの 表示 は 分かりやすいで すか 


5 


4 


3 


2 


1 




持ち運び やすいで すか 


5 


4 


3 


2 


1 


保 管 
(開封 前の 保管） 


保管の 方法 • 注意 表示 は 分かりやすいで すか 


5 


4 


3 


2 


1 


保管し やすいで すか， 収納し やすいで すか 


― ...5 ― 


4 


3 


2 


― '： ―. 


ンま' ihh せ H m 中 = ^リ丄 ノゝん h Jri 1 ヽゾ、 チん 

員 ij^iy^ii 股の 衣/」 ヽ 【ま 刀 力、 リゃ ^レ） C 9 力、 


：? 


4 


3 


2 






m け 1 ― 【け 分 7^、 h やすし 1 です 力、 

1 プ I'J V ノ 1ー1 l/c^ ノ」 /ソ ,ノ 、 ^ V J 、 プ /J 




A 




2 




開 封 


視覚に 頼らな くても 開け 口が 分かります か 




4 


3 


2 


1 -.〜'"…' 


開け 方 は 分かりやすいで すか 


5 


4 




2 


1 




実 K に 開けて みて， 開け やすいで すか 




4 










持ち やすいで すか 




4 




2 






使用 上の 注意 表示な ど 分か り やすいで すか 


5 


4 




2 




使 用 


飲み やすいで すか， 注ぎ やすいで すか 




4 




2 




中身 は 残らず 最後まで 出 やすいで すか 




4 










こぼれたり， たれたり しません か 




4 




2 






安全に 使えます か 




4 




2 






素材の 分別 表示 は 分か り やすいで すか 




4 






1 


分 別 


使用 後 はつぶ しゃすいで すか 
分別し やすいで すか 




4 




2 




排 出 
(資源 ごみ， 可燃 
ごみな ど） 


排出の 方法 は 分かりやすいで すか 




4 


3 






安全に 排出が できます か 




4 




2 




ご 感想 や ご 意見な どが ありましたら お聞かせ ください （自由 記入） 



： 協力 ありが と う ございま した。 



；皆作 権 法に よ り 無断での 複製， 転; It 等 は禁 Ik されて おります。 
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A.5 ペットボトル 入り 飲料の 調査票 例 


P 






/ ■■ ■ K 













表 A.6 — ぺッ ト ボトル 入り 飲料の 調査票 例 



評価 日 ： 年 月 日 



製品 名 ： 〇〇〇 茶 



回答者 名 



(男 • 女， 



才） 



区 分 


質 問 


よい 


やや 
よい 


どち ら 

し つ ソ 

ともい 
えない 


ややよ 
くない 


よ く 
ない 




こ の 製品 が 何 か 識別 しゃすいで すか 


5 


4 


3 


2 


1. 


m 入 


視覚に 頼らなくても 製品の 識別が できます か 


5 


4 


3 


2 


1 


内 'H ：ん 成分 な ど の お d< は 分か り や すいです か 


5 


4 


3 


2 


I 




持ち運び やすいで すか 


5 


4 


3 


2 


1 


1 木 1 き， 

(開封 前の 保管） 


保 やず の 方法 • 注意 表示 は 分かりやすいで すか 


5 


4 


3 


2 


] 


保' 1」: しゃすいで すか， 収納し やすいで すか 


5 


4 


3 


2 


1 


賞味期限の 表示 は 分か り やすいで すか 


5 


4 


3 


2 


1 




開け 口 は 分か り やすいで すか 


5 


4 


3 


2 


1 


開 封 


視覚に 頼らなくても 開け 口が 分かり ます か 




4 


3 






開け 方 は 分かりやすいで すか 


一…....... ' 一...—. 


4 




一.......... 2 ............... 


一.......... L …一..— 




'ま ぼ 寧に IP1 けて みて IIM け やすいです 力、 

^ドノ h V し 1 ソ IJ V ノ 、び 7^ に， hnjv ノ 、 7 ゝ 、 ， " 




4 










持ち やすいで すか 




4 




2 






使 川 にの'; ギ意 31- テ』' くな ど 分かりやすいで すか 




4 


3 




1 


使 用 


飲み や す 1^ ^ です か， 注 ぎ や す 1/ 、です か 




4 








屮 4；^^ は 残 ら ず jft 後 ま で 出 やすいで すか 




4 










こ ぼれ た り . た れ た りしません か 




4 










安 仝に 使えます か 




4 


3 






再 封 


W 丄 4 の 方法 は 分か り やすいで すか 




4 








'お 際に ひお: 寸 して， 再 封し やすいで すか 




4 








保 管 


保^の 力' 法 • 注意 表示 は 分かりやすいで すか 




4 


3 




1 


(開封 後の 保管） 


しゃすいで すか， 収納し やすいで すか 




4 








分 別 


分別の 方法 は 分かりやすいで すか 




4 








実際に 分別して みて， 分別し やすいで すか 




4 








排 出 

(資源 ごみ， 可燃 
ごみな ど） 


排出の 方法 は 分か り やすいで すか 




4 






1 


安全に 排出が できます か 




4 






1 


ご 感想 や ご 意見 などが ありましたら お聞かせ ください （自由 記入） 



ご協力 ありが と う ございました。 



f 作 権 法に よ り 無断での 複製， 載 等 は 禁止され ており ます。 
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JIS 8 0022-4:2007 

高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 包装 • 容器 一 使用 性 評価 方法 

解 説 



この 解説 は， 本体 及び 附属 書に 規定 *記 載した 事柄， 並びに これらに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 規 
定の 一部で はない。 

この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集' 発行す る もので あり， この 解説に 関する 問合せ ほ， 財団法人 
日本規格協会へ お願いします。 

1 制定の 趣旨 

高齢 社会の 進展と ともに 高齢者に 配慮した 製品 づく り はもち ろん のこと， 障害の ある 人々 を 含む 多くの 
人の ニーズに 配慮した ァ クセシ ブル • デザィ ン， ユニバーサル 'デ ザィ ン など を 取り入れた 製品 や サービ 

スの 開発が 普及して きた。 包装 • 容器 分野に おいても， このような 配慮 はも はや 特別の ことで はなく， 設 
計 者が 行わ なければ ならない 当たり前の ことと なって きた。 

一方， 高齢者 及び 障害の ある 人々 を 含む 多くの 人に 配慮した 設計と して 適切で あるか どうか を 確認す る 
ための 公に 標準化 された 評価 方法がなかった ため， 各社 各 様の 方法で 評価， 判断が 行われて きた。 

このため， 包装 '容器の 一部分で も 高齢者 や 障害の ある 人々 などへの 配慮が なされた もので あれば， ァ 
クセシ ブル • デザィ ン 製品， ユニバーサル • デザィ ン 製品で あると 宣言され てきた。 

包装 • 容器の 使用 性 は， 製品 を 購入して から 保管， 開封， 使用な ど， あらゆる 使用 環境 や 使用 場面 を 経 
た 結果と して "使いやす さ" が 評価され るべき ものである。 たとえ 部分的に 工夫 '改善が なされて いたと 
しても 他の 部分での 配慮が 足りず， 結果と して 使い 勝手が 悪い 場合に は， 高齢者 や 障害の ある 人々 に 配慮 
して 設計した 包装 • 容器で あると はいえない。 

そこで， 高齢者 及び 障害の ある 人々 を 含む 多くの 人が 満足す る 包装 • 容器 づく りの 普及 を 目的と して， 

JIS Z 8071 (高齢者 及び 障害の ある 人々 の ニーズに 対応した 規格 作成 配慮 指針） に 基づき， 消費生活 用 製 
品の 包装 • 容器の 使用 性に ついて" 実際に 使用す る 人の 立場で 使用 性 を 評価す る 方法" の 標準化 を 図った。 

この 使用 性 評価 方法 は， 企業に おける 新製品 や 改良品の 評価 はもと より， 消費者団体 などでの 試 買 品の 
チェック 用と しても 活用す る ことができる。 また， ァ クセシ ブル' デザイン， ユニバーサル 'デザインの 
評価な ど 広 く 活用 さ れて， 高齢者 及び 障害の あ る 人々 を 含む 多 く の 人が 満足す る もの づく りの ための ツー 
ルと して 定着して いく こ とが 期待され ている。 

2 制定の 経緯 

包装 • 容器の 使用 性 は， 上述の ように， 製品の 購入から 保管， 開封， 使用， 分別 及び 排出の すべての プ 
ロセス がか かわり， 様々 な 使用 環境 や 使用 場面 を 経た 結果と して 評価され る ものであるから， 適切な 評価 
を 行うた めの 基盤で ある "包装 • 容器の 使用 性 を 評価す るた めの 項目" の 洗い出しに 重点 を 置いて 検討 を 
進めた。 

包装 • 容器の 使用 場面 を， 購入 （製品 識別， 持ち運び)， 保管 （開封 前 保管： 保管 方法， 保管 性)， 開封 
(開封 箇所， 開封 方法， 開封 性)， 使用 （保持， 使用方法， 使用 性)， 再 封 （再 封 方法， 再 封 性)， 保管 （開 

解 1 

著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ており ます。 
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封 後 保管 ： 保管 方法， 保管 性)， 分別 及び 排出 の 八つ に 区分し， 包装 • 容器の 固有の 評価 項目 をリ スト アツ 
プ する 一方， JISZ 8071 の 7. に 規定され ている "ァ クセシ ブル 'デザイン を 確実に する ため， 規格 作成 時 
に 配慮すべき 要素の 表" から も 包装 • 容器に 関係す る 要素 を チヱ ック し， 包装 • 容器に 係る すべての 評価 
項目 を 抽出した。 

包装 • 容器に はいろ いろな 種類が あり 用途 も 様々 である 力、 使用 性 評価と して とらえる と， おおむね ど 
の 包装 • 容器 も 共通した 内容 （評価 項目） である こと 力 認 された。 そこで， 各 評価 項目 は， あらゆる 種 
類の 包装-容器に 適用す る ことができる 包括的な 表現と し， これ を， 評価 項目 一覧表 （"基準"） として ま 
とめた。 包装 '容器の 使用 性の 評価 は， この" 基準" を ベースに して 調査票 づく り を 進める ことによって， 
評価すべき, 項 目の 抜けと 偏り を 防止す る ことができる。 

次に， 評価 方法に ついては， より 客観的な 評価 結果が 出る ように， 評価 製品と 比較 製品と を 同時 期-同 
条件で 並行して 評価す る 方式と した。 ただし， 独創的で 適当な 比較 製品が 見当たらない 場合に は 評価 製品 
単独の 評価と した。 また， 一般的な モニタ 評価の ほか， 簡便な モニタ 評価 （負荷 を かけて 検出 力 を あげる 
方法， 少数の 品質 評価の 専門家に よる 方法）， モニタに とって 評価が しゃすく 集計 もしゃす い 5 段階 評価 法 
を 提案す るな ど， より 活用し やすい 評価 方法 づ くりに 努めた。 

なお， この 使用 性 評価 方法の 妥当性の 確認の ため， 実際に 市販 製品 を 対象に， この 使用 性 評価 方法に 従 
つて 評価 を 行い， 適切に 評価で きる こと を 確認した。 

3 審議 中に 特に 問題と なった 事項 
3.1 名称に ついて 

使用者の 視点で 評価す る 方法 を 提起した ものな ので， 名称 は， "使用者が 行う 評価 方法" 及び "使用者の 
立場で 行う 評価 方法" をく く （括） り "使用 性 評価 方法" とした。 
3.2 作為 性の 防止 策に ついて 

評価の 過程での 作為の 介入の 艱念 についても 審議した 力 s， 特別の 歯止め 策 は 講じない ことにした。 その 
理由 は， 作為 を もって 評価 点 を 上げた と しても 実際に 使用した 人の 満足が 得られなければ かえって 信用 を 
落とす 結果と なり， 事業 を 継続す る 上での 利点がない からで ある。 

高齢者 及び 障害の ある 人々 を 含む 多くの 人に 配慮した 設計で あるか どうか を 適切に 評価す るた めの ボイ 
ント は， 作為の 介入の 防止 策 を 講じる ことで はなく， 評価すべき 項目の 抜けと 偏り をな くす るよう にす る 
ことであろう。 

調査票 づく りの ベース を "評価 項目 一覧表 （"基準"）" とする ことによって 評価 項目の 抜けと 偏り を 防止 
する ことができる ことから， "評価 項目 一覧表 （"基準"）" を 出発点と した 評価 方法と その ステップ を 規定 
する ことと した。 
3.3 評価 結果の 認証に ついて 

評価 結果の 信頼性 を 担保す るた めの 方法と して 第三者 認証 機関の 必要性に ついて 審議した が， ある 時点 
での 評価 結果 はより 良い 製品の 出現に よって 相対的に 陳腐 化する ことから， 包装 • 容器の 使用 性の 評価 方 
法に はなじまない ものと 判断 し た。 

実際， 改善 • 工夫され た 新製品 や 改良品が 日常 的に 上 市され ており， 高齢者 及び 障害の ある 人々 を 含む 
多 く の 人への 配慮 設計が 着実に 普及 してきて いる。 

一方， この 規格に 基づいて 自己 評価 を 行い， その 結果 を "自己 認証" して "適合 宣言" をす る ごと は 可 
能で ある。 こ の 場合， 新製品 や 改良品の 上巿 動向 を 注視 し て 評価 結果の 鮮度 管理 を しっかりと 行 う 必要が 
ある。 

解 2 
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4 適用 範囲 

"消費生活 用 製品" の "購入から 分別， 排出まで" を 適用 範囲と した。 

業務 用， 工業用の 包装 • 容器に ついては， 保管 • 荷 役， 輸送な どの 評価が 加わる ため， 含めない ものと 
した 力、 消費生活 用 製品の 包装， 容器と 共通す る 部分 も 多い ので， 準用す る こと は 可能で ある。 また， "高 
齢 者 及び 障害の ある 人々 を 含む 多くの 人" としたの は， JISZ 8071 の 適用 範 匪に 記述され ている "非常に 
重度で 複雑な 障害の ある 人々 の ニーズ は， この 指針で 示された 範囲 を 超える ものであるが， 軽度の 障害の 
ある 多数の 人々 の ニーズに は， 規格の 運用 上の 小さな 変更に よって 対応す る こ とが 可能で あり， それ は， 
製品 又は サービスの 市場の 拡大に つながる" との 考え方に 基づいた ものである。 

したがって， ある 障害 を 除去した 結果， その 製品の コストが 著しく 上昇したり， 他の 多くの 人々 に は 使 
用 性の 低下 になる ような もの は 対象 としてい ない。 知恵と 工夫に よってより 多くの 人々 が 満足す るよう な 
包装 • 容器の 使用 性の 向上が 期待され ている。 

なお， 定義の 項に 記述 はして いないが， この 規格で は "使用 性" の 中には "表示" が 含まれて いる。 適 
切な 使用 のた め に は 適切な 表示が 必要で あ り ， 使用 性 と 表示 と は 不可分の 関係 にある からで ある。 

5 規定 項目の 内容 

5.1 包装 • 容器 評価 項目 一覧表 （"基準"） （本体の 箇条 4) 

評価の 項目 は， 購入， 保管 （開封 前 保管)， 開封， 使用， 再 封， 保管 （開封 後 保管)， 分別 及び 排出の 八 
つに 区分し， 包装 '容器の 固有の 評価 項目 を 抽出した。 また， JISZ 8071 の 7. に 規定され ている "ァ クセ 
シ ブル • デザイン を 確実に する ため， 規格 作成 時に 配慮すべき 要素の 表" から も 包装 *容 器に 関係す る 要 
素 を 抽出し， 包装 • 容器に 係る すべての 評価 項目 を 網羅した 一覧表 を 作成した。 

包装 • 容器の 種類 は 多種多様で はあって も， "評価 項目" として とらえる と， どんな 種類の 包装 ，容器に 
も 共通した 内容 • 表 現が 多い。 そこで， 各 評価 項目の 表現 を， あらゆる 包装 • 容器に 適用す る ことができ 
るよう な 包括的な 表現に 置き換えて "包装 • 容器 評価 項目 一覧表 （"基準"）" を 作成した。 さらに， 各 評 
価 項 目 に は， そ の 内容 を 的確に 理解 しても らう ための 補足説明 と 例 を 付記した。 
5.2 評価 製品と しての 適性の 確認 （ 本体の 5.1) 

包装 • 容器 及び 内容物に 内在す る 危険 • 不具合 を 使用者が チ エツ ク する こ と は 不可能で ある。 

安全 面 • 環境 面に おいて 問題の ある 物質が 使われて いない か， 使い切る まで 内容物が 保護され るかな ど 
の 技術的な 評価 項目 は， 製品 を 市場に 出す 前に 確認して お く べき 企業の 基本的な 責務で あり， 使用 性 評価 
に当たっての 前提 要件と して， 評価の 手順の 最初に "評価 製品と しての 適性" の 確認 を 規定した。 
5.3 比較 製品の 準備 （本体の 5.2) 

包装 • 容器の 使用 性 評価 は， 評価 製品 と 比較 製品 と の 並行 評価が 望ま しいと した。 評価 製品 を 単独で 評 
価す るよりも， 比較 製品 を 用意して， 両 製品 を 同時 期に 同 条件で 並行して 評価した 方が， 比較 • 対比 効果 
によって， 評価 結果の 客観性が 得られ やすいから である。 

一般に 市場占有率の 高い 製品 は 市場から 高い 支持 を 得た 結果と 考えられる ことから， 通常， 比較 製品に 
は 当該 分野に おける 市場占有率の 高い 製品 を 選定す るの がふ さわし い。 

なお， 当該 評価 製品の 新規 性が 高い な ど， 市場に 適当な 比較 製品が 見当たらない 場合に は 評価 製品の 単 
独の 評価と する。 

5.4 調査票の 作成 （本体の 5.3.1) 

評価 製品 • 比較 製品の 調査票 は， 評価 項目 一覧表 （"基準"） の 各 評価 項目 を， 評価 製品の 特性に 応じた 
適切な 表現の 評価 項目に 置き換える かたちで， 次の 3 点に 留意して， 作成 作業 を 進める よう にした。 

解 3 
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a) 通常 は 評価 項目 一覧表 ("基準") の 全 評価 項 目に 対応 させた 調査票と する が， 1 回で 使い切る 製品の 
再 封 性 評価 は 不要で あ るよう に， 論理的に 該当 しない 評価 項目 は 削除す る。 

b) 特定の 障害の ある 人々 への 配慮に 関する 評価 項目で， 技術的に 実現が 難しい と 力、 実現 はで きても 著 
し く コス 卜 アップに なり 経済性 を 損なうな どに よ り， やむ を 得ない 場合に ついては 当該 項目の 評価 を 
留保す る ことができる。 

C) 外装， 内装， 個 装と いうよう に， 同じ 評価 項目に 該当する 調査 対象が 複数個 所 ある 場合に は， それ ぞ 

れの 質問 項目 をつ くる。 
5.5 モニタ 評価 （本体の 6.2) 

実際の 評価に 当たって は， 評価 製品の 背景 や 状況が 様々 であると 考えられる ことから， 一般的な モニタ 
評価と 二つの 簡便な モニタ 評価 （負荷 を かけて 検出 力 を あげる 方法， 少 人数の 品質 評価の 専門家に よる 方 
法） の 三つの モニタ 評価 を 提示して， それぞれの 評価 製品の 置かれた 状況に よって 選択で き るよう にした。 
5.6 評価基準 （本体の 6.3.1) 

一般的な 5 段階 評価 法 を 採用した。 評価の 段階 を 多く するとち （緻） 密な 評価が 得られる と 感じられる 
反面， モニタに とって は 判断の レベルが 多過ぎて とまどいが 生じる。 5 段階 評価 法 は， モニタに とって ほ 
どよ い 判断の 間隔で あり， 集計す る 側に とっても 0〜100 まで 25 刻みの 間隔で 重み 付けが できる ので， 他 
の 段階 法に 比べて 集計 も 容易で ある。 
5.7 評価 結果に 基づく 判断 （本体の 筒 条 7) 

包: 装 • 容器の 使用 性 は， 様々 な 使用 環境 や 使用 場面 を 経た 結果と して "使いやす さ" の 程度が 評価され 
る ものであるから， "使用 性の よい 包装 *容 器で ある" と 判断す る ことができる ための 要件 を， 

a) 個々 の 評価 項目で 高い 評価 点の も のが 一つ 以上 ある， 

b) 個々 の 評価 項目で 低い 評価 点の ものがない， 

C) 包装 ，容器と しての 使用 性が 総合的に 優れてい る， 
の 3 点の すべての 要件 をク リアして いる こと， とした。 

それぞれの 到達 レベルに ついては， 数値で 示す のが 分かりやすくて よいが， モニタに よる 定性 的な 評価 
結果 を 普遍的な 数値で 規定す る こと は 適切で ない と考えられる ことから， 注記の 欄で 目安と して 示す こ と 
にと どめた。 

なお， この 目安と しての 数値 （高い 評価 点 は 80 点 以上， 低い 評価 点 は 40 点 以下， 総合的に 優れてい る 
の は 60 点 以上） は， この 規格に 基づいて 行った 評価 テスト （評価 製品 2 品， 比較 製品 2 品） の 結果， 及び 
平成 13 年に 行った 類似の 評価 方法での 実 使用 テストの 結果から 得られた 知見に 基づいて 設定され たもの 

である。 

6 その他の 解説 事項 
6.1 調査票 例の 例示 

調査票の 様式に ついては 特に 規定して いないが， "包装 • 容器 評価 項目 一覧表 ("基準")" を 実際に 調査 

票に 展開 するとき の 参考と して， 附属 書 A に， 標準 的な 調査票の 例と， 具体的な 製品の 調査票に 展開した 
四つの 例 を 掲げた。 

6.2 調査票に 展開す る 上での 留意 点 

調査票への 展開 例の 作成で 留意した 点 を 付記す る。 

a) モニタの 率直な 感想 を 引き出す ため， 評価 項目 は， 平易な 話し言葉で 表現す るの がよ い。 

b) 強調 や 誘導になる 表現 はしない。 例えば， "〜が 容易に できます か" とすると， モニタ は， 容易と 感じ 

解 4 
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ら れな いとき は 実感 したより 低い 評価 をす る 傾向が あ るた めで ある。 
C) 評価 点の 表現 は， "よい よくない" で 表現す る ことにした。 

"よい わるい" の 反対語と する 力、， それとも "よい よくない" の 否定 形と する 力 \ どちらに す 

べき か 迷う ところで ある 力、 よりよ い ものづくり を 目指した 製品の 評価に "よい e わるい" は 適当で 

はない として， 調査票 例で は "よい よくない" を 採用した。 
d) 調査票 例の 下に "ご 感想 や ご 意見が ありましたら お聞かせく ださい" の 欄 を 設けた。 これ は， 型に は 

めた 質問 を 一方的に 発する ことへの 抵抗 を 和らげ 参画 意識 を 高める ことに 配慮した ものである。 



原案 作成 委員会の 構成 表 

原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 

高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 包装 • 容器 - 使用 性 評価 方法 

JIS 原案 作成 委員会 構成 表 
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：；"^ 作 権 法に よ り 無断での 複製， 転戦 等 は 禁止され ており ます。 



★ 内 あこつ いてのお 問 ^は， 規格 開発部 標準 雜 [fAX(03)3405-554 i TEL{03)5770^ 1571] へ ご 連 

く ださい。 

女^18規^!7^の正3^^が発行された4)合は， 次の で ご 案内いた します。 

(1) 当 協会 発行の 月刊 riS "^準 化 ジャーナル" に， 正 • II？ 々の 内 を 1^ 戲 いたします。 

(2) 原則として 每后第 3 火 KB 日に， "日經 産 3^ 新 liT 及び "日刊 ェ 新 lir のお S 発行の 広告欄 
で， 正誤 票が 発行され た JIS 規格 番号 及び 規格の 名称 を お知らせいた します。 

なお， 当 協会の JIS 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で 正髌 票が 発行され た 場合， 自動 

的に お送りい たします。 

*ュ15尿き:?^のご注文は，:^^及卞15部カスタマーサービス《31[1£1403)3583- 8O02FAX(O3)3583-0462] 
又は— Fii'd の 当 協会 各 支部に おきましても ご注文 を * つてお ります ので， お 申込みく ださい。 
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